
《４月～７月》 
・学習習慣を身につける。 

毎日の継続と積み上げ 
決まった時刻に 

・計画的な復習と基礎学力の充実 
・授業をしっかり受ける 
・提出物をしっかり出す 
・部活動と学習の両立 
※「部活を引退したらしっかりやる」という
人は結局やりません！歩みを止めず、
一歩ずつ前へ・・・です。 

《夏休み》 
・気持ちを受験に切り替える 
・不得意科目を克服する 
・３年１学期の復習もする 

《９月～１２月》 
・問題数をこなし、応用力をつける 
・確実にわかるまでの努力 
・着実に覚えるまでの努力をする 
・過去問などに取り組む 
・家庭と学校で希望する進路についてよく
話し合う 

・進路希望先を決定する 
・目標の実現に向けて、全力で取り組む 

《冬休み～３月》 
・各教科の総まとめをする 
・過去の入試問題を解く 
・朝方の学習にシフトする 
（寒くても６時には起床する） 
・生活を整え、心身の健康を保つ 
・最後まで、油断しない  
・決してあきらめない 
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進路決定までの大まかな流れをつかんでおきましょう          学習のポイントはこちら↓ 

【１学期】  
〇将来の進路、卒業後の進学先について考える 
〇体験入学、オープンスクールへの申し込み 
例年は６月くらいから本格的に始まりますが、昨年度は９月以降に実施したり、

オンラインで実施したりする学校もありました。進路コーナーの情報や通信等

を見て、興味のある高校は日程などチェックしておくようにしましょう。 
 

【夏休み】  
〇体験入学・オープンスクールへの参加 
毎日登校する学校です。通学方法や時間、学校の雰

囲気など、自分の目で見ておきましょう。最低でも３校は

行けるとよいです。 
〇教育相談（三者面談）・・・夏休みに入ってすぐに行われます。限られた時間になりま

すので、自分がこの先どうしたいのかを、この時までにしっかりと考えておきましょう。面談で

は、目指す高校について焦点が絞れるとよいです。 
 

【２学期】 
〇進路説明会  ※１０月１４日（金）に実施 
進路説明会では、各高校の特色やコース等の説明、入試の仕組みなどを

説明します。生徒と保護者が一緒に話を聞きます。 
〇入試情報の確認 
高校入試の詳細について発表され始めます。気になる高校の実施教科と方

式、面接方法など、必ずチェックしておきましょう。 
〇三者面談 
最後の三者面談です。遅くともここで目指す高校を決定しましょう。第一志望

の高校だけでなく、第二志望や併願校も視野に入れておきましょう。 
〇私立高校出願準備 
私立高校の受験希望者は、出願に向けた準備が始まります。群馬県内の私

立高校は、ほとんどの高校がインターネット出願となります。コースや日程に合わせて入力内容が変わりますので、結果

によってどのように受験（検）していくか、計画をしっかりと立てておくことが大切です。 
〇公立高校出願準備 
公立高校前期選抜を受検する人は、志願理由書の下書きを始めます。 
 

【３学期】 
〇私立高校（推薦・特待・一般）出願・入試 
〇高等専門学校（推薦・一般）出願・入試 
○公立高校（全日制・定時制・通信制）出願・入試 
 

見通しを持ち、書類や手続きの遅れがないよう、しっかり確認と準備をお願いします。書類等の提出は、不備に

よる手直しも考えて締切日の２～３日前には提出しましょう。 



第１回進路希望調査を配付しました     

年間３回（４月・７月・１０月）の予定で、進路希望調査を行います。こ

の調査は生徒が希望する進路先を学校側が把握し、今後の進路指導

（三者面談等）に役立て、適切な情報を確実に伝えるために行います。

自分の意思を言葉にすることで、何をすべきかがわかります。よく考えて記

入してください。 

本日、１回目の進路希望調査を配付しました。今現在どのような進路を

考えているかについて確認するものです。 

提出期限は５月２日（月）です。各担任まで提出してください。 

進路については、まだぼんやりとしている人も多いかもしれません。その

場合は、どこまで自分の進路がイメージできているかを記入してください。そ

の進学先は自分がイメージしている将来像に向かっているか、こうなりたい

という自分の姿につながっているか。それを高校見学やオープンスクール

を通して自分の目で見てきます。また、７回の確認テストでその目標が自分

に達成できるものなのかどうかを“確認”します。その過程で、進路目標をよ

り明確にしたり、修正したりしながら、３回の進路希望調査を経て、「進路計

画」を決定してもらうことになります。これは、どの学校が第一志望かだけではなく、結果によって変わり得る様々なケースを

想定して記入します。 

進路選択については、「必ず最後は自分で決めること」です。どんな選択をしても、その先で壁にぶつかります。乗り越

えるには自身の課題として向き合わなくてはなりません。どの土台には「自分が選択した」という感覚が不可欠。いま、目

の前の進路選択が正解かどうかはすぐにわかりません。大事なのは自分がその選択を正解にできるかどうかです。だか

らこそ、未来の自分を後悔させないか、よく考えて記入してください。 

受験の先に「未来の幸せなイメージ」があれば、そこにたどり着ける道を自力で探して見つけられます 

 

ちょっとひとこと・・・心が動く瞬間を大事に     

時間と共に「初めて」は減っていきます。３年生にとってはすべてが「最後」の１年間。経験が

増えるのは良いことだと思いますが、忙しい日々の中で目の前にある「やらなければいけない」だ

けに向き合っていると、心がどんどん動かなくなっていく気がします。だからこそ、どんな小さなこと

でも心が動いた瞬間を大事にしたい。自分の「好き」にもちゃんと敏感でありたいなと思うのです。 
忙しい中学生の日々がやってきます。まだベストなライフワークバランスが見えず悶々とするこ

ともあると思います。でも、怒ったり、落ち込んだり、喜んだり、これでもかと感情を揺らす毎日はなかなか経験できることで

はないから、これがいずれ将来に生きる日がやってくるかもしれない、というか、生かしたい。そうじゃないと、もったいないで

すよね。勉強に部活動、友達とのかけがえのない時間。３年間しかない貴重な中学校での時間です。目まぐるしい日々

の中でも目の前のトキメキを見逃さず、心を動かしまくってください。 
 

進路担当より 

受験生としての１年間は、生徒本人にとっても、また周りで支える大人たちにとっても大きな１年になります。息が詰まること

もあるかもしれない日々のちょっとした息抜きになればいいなと思い、通信の最後に毎回「ちょっとひとこと」（ひとことではあり

ませんが・・・）を載せたいと思います。この１年を一緒に乗り切って行きましょう。 


